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　会員の皆様、明けましておめでとうござ
います。皆様方には健やかな新年をお迎え
のことと心よりお慶び申し上げます。　
　昨年中は当会の事業活動に格別のご支援
ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。ポス
トコロナと呼ばれる新しい時代を迎え、当
会の事業活動も少しずつ変化してきました
が、法人会の原点である「税」に関する活
動（税の提言活動、税の啓蒙活動、将来を
担う学童に対する租税教育活動など）に軸
足を置き、税務ご当局をはじめ各友誼団体
との交流を図りつつ事業活動を展開してお
ります。
さて、税務ご当局におかれましては、「税
務行政のデジタル・トランスフォーメーシ
ョン（ＤＸ）」を最重要課題と位置付けて、
デジタルを活用した国税手続や業務の見直
しを推進され、これによって、納税者利便
の向上を図るとともに、経済取引のデジタ
ル化を通じた社会全体の生産性向上に貢献
することを目指す一方で、現金納付から脱
却することにより事業者の利便に資するだ
けでなく社会全体のコストを削減すること
ができるという観点から、納税における電
子手続、キャッシュレス納付の利用拡大に
も取り組んでおられます。
税制面おきましては、昨年６月１日以降
に支払われる給与等に対して所得税及び個
人住民税の定額減税が実施されました。ま

た、現在、国会等で盛んに議論されている
問題、「年収 103 万円の壁」の行方は大い
に注視していかなければならないと思って
おります。
　そういった状況の中、税に軸足を置いて
活動している我々会員企業と致しまして
も、自らがこれらに対応するための学習・
情報収集を積極的に行うとともに、税務ご
当局と連携・協力してこれらの周知・普及
に向けて尽力させていただきたいと思って
おります。
　本年も事業活動を行っていくうえで、皆
様方のご協力なくして有効な事業は実施出
来ません。会員並びに役員の皆様が一人で
も多くの方に声を掛け合っていただき、積
極的に事業活動にご参加、ご協力いただけ
ることを切に願っております。また、近
年、会員減少が顕著になっていることを踏
まえ、新規会員勧誘活動になお一層ご協力
いただきますよう重ねてお願い申し上げま
す。
結びにあたり、本年が会員の皆様方にと
って素晴らしい一年となりますよう心より
お祈り致しまして新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

新年のご挨拶

一般社団法人　岩国法人会

会　長　　鈴　木　義　治



　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方におかれましては、健やかに新春
をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げま
す。
　一般社団法人岩国法人会の皆様方には、
税務行政の円滑な運営につきまして、平素
から格別のご理解とご協力を賜り、厚くお
礼申し上げます。
　早いもので、岩国税務署へ着任して半年
が経過しました。その間、岩国法人会の活
動を数多く拝見し、ときには活動を共にさ
せていただきました。
　「租税教室」への多数の講師派遣をはじ
め、「絵はがきコンクール」の開催、「夏休
み税ミナール探検隊」の実施、「ふくしの
タベ～タオル一枚運動～」における映画上
映、税を考える週間中の「Let's 献血」、そ
して「日米親善リレーマラソン」など、多
岐にわたる社会貢献活動にも取り組んでお
られます。また、役員の方をはじめ会員の
方とお話をする機会をいただきましたが、
岩国法人会の地域に根付いた活動により地
元に貢献したいという熱意ど勢いが感じら
れ、改めて会員の皆様方のご尽力に対しま
して、深く敬意と感謝の意を表する次第で
ございます。
　岩国法人会の皆様方におかれましては、

キャッシュレス納付の利用促進やインボイ
ス制度、定額減税制度の周知広報や研修会
の開催などに多大なご尽力をいただき、誠
にありがとうございます。税務署では間も
なく、所得税、消黄税並びに贈与税の確定
申告時期を迎えますが、個々の事業者に寄
り添った対応を行ってまいります。
　国税庁では「税務行政のデジタル・トラ
ンスフォーメーション一税務行政の将来像
2023―」を公表し、税務行政の DX を推
進しております。「あらゆる税務手続が税
務署に行かずにできる社会」という将来
像に向けて、相談チャネルの充実のほか、
e-Tax については利用が低調な原因を解消
する機能改善を納税者目線に立って、納税
者サービスを包括的に見直すとともに、事
業者の業務のデジタル化にも貢献していき
たいと考えております。
　税務行政に関しまして、本年も変わらぬ
ご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろ
しくお願い申し上げます。
　終りになりましたが、新しい年が一般社
団法人岩国法人会の益々のご発展と会員の
皆様方のご繁栄につながる良い年でありま
すよう、心から祈念いたしまして、新年の
ごあいさつとさせていただきます。

新年のごあいさつ

岩国税務署長 安 田 賢一郎



　明けましておめでとうございます。皆様
方には、令和７年の新春を健やかにお迎え
のこととお喜び申し上げます。
昨年は、能登半島地震や集中豪雨などが

発生し、被災地では、今なお、多くの方が
不自由な生活を余儀なくされているものと
ご推察いたします。改めてお見舞いを申し
上げますと共に、一日も早い復旧を心から
祈念いたします。
また、私にとりまして、市政５期目のス

タートの年となりましたが、市議会や市民
の皆様のご協力により、様々な施策が目に
見える形で着実に進展しております。
本年は、安全と利便性を高める新岩国駅

前広場改修工事や、県東部地域の新たなス
ポーツ活動拠点となる県立武道館が着工す
る予定です。
また、愛宕山ふくろう公園には、インク

ルーシブ遊具を設置すると共に、中山間地
域では、市立美和病院の建替えも完了する
など、地域福祉の向上も図ってまいります。
さらに、教育環境の整備、一次産業や観

光の振興、防災・減災対策の充実、幹線道
路の整備促進、デジタル化の推進などにも
しっかりと取り組んでまいります。
そして、本市は、来年３月に、合併 20

周年の大きな節目を迎えます。
今、時代は急速なスピードで変化してい

ます。この激動の時代だからこそ、不変の
原則をしっかりと持ち、原点から考えるこ
とも重要です。「力強くも、やさしく、し
なやかに、市民と共に歩む政治」これが、
私の政治理念であり原点でもあります。
　私は、今後とも、強いリーダーシップの
もと、社会的弱者にはやさしく寄り添い、
現場や市民目線を大切に、変革と進化への
挑戦を続けてまいります。
皆様方には、本年が希望に満ちた一年と

なりますよう祈念いたしまして新年のご挨
拶といたします。

新年のご挨拶

　   岩国市長 福 田 良 彦



　新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げま
す。　　
　昨年は新年早々から、衝撃の能登半島地
震、夏の猛暑・豪雨台風と自然の猛威に晒
されました。被害に遭われた皆様方には心
からのお見舞いを申し上げます。
　そして、また未だ終息をみない各地での
紛争、国内外共におけるリーダー交代等々、
地政学上の懸念も尽きないところでありま
した。世界は動き続け、我々経営者もその
影響を少なからず受け続けるとこになりま
すが、常に足元をしっかり見つめ、軽やか
なスタンスが取れる体制を築くことが何よ
り肝要であろうと存じます。
　岩国商工会議所におきましては、昨年の
役員改選に伴い、新体制が発足致しました。
内外の情勢を鑑み組織体制を改訂し、会員
企業の利に資する会議所活動を目指して、
更なる創意工夫を重ねるべく、議員の皆様
方のご協力のもとに、只今仕組みを再構築
するための準備を着々と進めているところ
であります。くしくも、山口県東部産業振
興センター（仮称）設置に向けて、約半世
紀に亘り親しんできた会議所会館の解体が
始まったことは、1946 年戦後まもなく設
立され現在まで脈々と受け継がれてきた歴
史を大切にしながらも、変化を恐れず未来
に向う「新生岩国商工会議所」への歩みと
して大変象徴的であると存じます。

　コロナ渦で止まった人流は、すっかり従
前どおりの賑わいを取り戻してきました。
しかしながら、見えない心流に一部陰りを
感じる場面もあることを忘れてはいけない
ように感じます。「天の時」「地の利」「人
の和」は物事が成就するに不可欠な要素だ
とだと言われています。このどれも逃がさ
ず、感謝し、育てていくことが、見えない
ものを大切にできる、私達が最も守るべき
であろう日本の文化に通ずると思います。
　終わりに、本年が皆々様方にとって明る
く希望に満ちた一年となりますよう心から
ご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたしま
す。

年頭のご挨拶

会　頭 豊 島 貴 子

岩国商工会議所



岩国税務署長表彰

（一社）岩国法人会　理事

（株）谷川事務器

  谷 川 誠 治

（以下敬称略）

岩国税務署長感謝状

（一社）岩国法人会　理事

（有）広中食品

  広 中 千 佳

（一社）岩国法人会　理事　

（株）アイ・キャン

  吉 村 満 則

（一社）岩国法人会　理事

（株）ウチクラ

  内 野 位 江　

（一社）岩国法人会　

             女性部会副部会長

（株）インフィニティ

  村 中 小百合

　令和6年度の納税表彰は、昨年11月14日（火）、
岩国税務署において、岩国税務署長から 5名の法
人会理事と女性部会副部会長に表彰と感謝状の贈
呈が行われました。法人会活動等を通じて長年に
わたり申告納税制度の普及発展及び納税意識の向
上について、顕著な功績を挙げられた方々に贈られました。
　本会からの受贈者は次の方々でございます。
　衷心よりお祝い申し上げると共に、今後も一層のご活躍を祈念申し上げます。

納税表彰において

　　　栄えある受彰

安田署長（左）・谷川理事（右）



令和7年度税制改正に関する提言活動

一般社団法人岩国法人会では、「税制に関する要望事項」を取りまとめ、地方自治体に提言活動を行っ
ています。令和７年度税制改正に関する提言内容を要約してご紹介します。

　提言活動訪問者：会長  鈴木義治　  税制担当副会長  長畑克典　  税制副委員長  近藤辰雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

和木町長　米本正明 氏（左から二人目）
            副町長　田中雅彦 氏 （左）

岩国市議会議長  片岡勝則 氏 （中央）

         和木町議会議長　兼本信昌 氏（左から二人目） 　
               　

令和７年度税制改正スローガン

・「金利のある世界」が到来。新たな財政再建目標の策定を！

・企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！

・人出不足など厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制措置！

・中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を！

岩国市長　福田良彦 氏 （左）

《地方自治体》

令和６年11月22日

令和６年11月22日 令和６年11月28日

令和６年11月22日













シンポジウム実行委員長　　村 中 小百合

『租税教育活動シンポジウム岩国大会』 開催

　令和６年８月 26日 ( 月 )   岩国国際観光ホテルにて「第 16回租税教育活動シンポジウム
岩国大会」を開催いたしました。
　安田税務署長をはじめ、多くのご来賓の皆様にご出席いただき、県下 11単位会及び山口県
法人会連合会による総勢 140名の参加で行われました。
　当日は、天候にも恵まれ、会場からの眺望も素晴らしく、錦帯橋を望むロケーションを写真
に収める方々の姿も見られました。
　岩国法人会女性部会は、パワーポイントを用いての事例発表を行いました。租税教育の一環
として岩国法人会独自の活動である「税ミナール探検隊」の紹介をはじめ、「租税教室」「税に
関する絵はがきコンクール」そして、会員親睦を図りながら楽しく活動している様子を発表い
たしました。
  また、記念講演会では、日刊いわくに代表取締役の藤井淳史様をお招きし、「錦帯橋から学ぶ
困難の突破力」と題し、岩国市が誇る錦帯橋について政治・経済から紐解き、架橋に至るまで
の吉川家の歴史を交えた内容で講演していただきました。
　会員交流会では、藤間流　堀井利紫津様による晴れやかな祝舞を披露いただきました。さら
に、アトラクションとしてプロマジシャン Kobak 様による笑いのあふれる楽しいショーが行
われ、会場は大いに盛り上がりました。
  実行委員長という大役は、重責ではありましたが、事務局と実行委員、そして部会員の皆様
のご協力のおかげで、この大会を盛会に終える事ができました。大会を無事成し遂げるといる
目標に向かい一致団結して取り組めた経験は、今後の人生の貴重な糧となり、たくさんの豊か
さを与えていただけたと感じております。
　最後になりましたが、ご出席いただいた皆様に心より御礼申し上げます。本当にありがとう
ございました。





話題コーナー

　昨年（令和６年）11月、岩国市横山の公益財
団法人「吉

きっかわほうこう

川報效会」に一振の太刀と拵
こしらえ

が寄贈さ
れた。
　広島県北広島町の「安芸吉川会」（大下正則会
長）が令和３年度から制作していた国宝太刀「銘　
為
ためつぐ

次 狐
きつねがさき

ケ崎」と「黒
くろうるしかわまきたちこしらえ

漆革巻太刀拵」の写
うつ

しである。
　横山の吉香神社で奉納神事を挙行、吉川史料館
昌明庭で催された「第19回山

さんがさい

花祭」の終了後、
史料館で初公開された。
　「レプリカでも複製品でもありません。写しで
す」と説明があった。原作刀工による原作刀は「本
歌」（本科）と呼ばれる。写しはこの本歌を敬い、
写し取って、良質な「玉

たまはがね

鋼」を用いて作られた本
物の日本刀である。見た目だけでなく、製法も中
身も本物と変わらない。見学者は同時に展示され
た国宝「狐ケ崎」と「写し」を見比べ、刀工や職
方による精密な再現性に魅了された。
　国宝の中の国宝の刀剣と呼ばれる「狐ケ崎」の
太刀は吉川家第一の宝物である。吉川報效会が所
蔵し、年一度、吉川史料館で特別展示される。
　平安時代後期から鎌倉時代初期にかけて備中で
活躍した青江派の刀工・為

ためつぐ

次が制作した。青江派
の刀剣の中でも最も保存状態が良いとされ、青江
派の刀剣の中で最初に国宝に指定された。その写

しを吉川家の承諾を得て、現代の刀工が制作した。
　吉川家に由来する土地は全国各地にある。岩国
をはじめ安芸、鳥取、駿河、石見でそれぞれ武将・
吉川氏の歴史や文化を伝えているが、最大のお宝
である「狐ケ崎」の太刀は門外不出の至宝とあっ
て貸出は出来ない。そこで安芸吉川会は、北広島
町に在住する広島県無形文化財保持者で刀匠・三
上貞直氏に依頼して写しを制作したい―と吉川家
当主や吉川報效会に申し出た。
　その制作費は安芸吉川会が北広島町のふるさと
納税制度を活用、全国の550人から総額1700万
円以上が寄せられた。
　原作刀の心を写し取るように忠実に再現した、
拵は極限まで削りだした白木で鞘を制作、補強の
ため仔馬の革を貼り付け、上から黒漆を塗り重ね
た。太刀と共に現代の職方が持つ技術を全て注ぎ
込んだ逸品である。
■狐ケ崎の名の由来
　「狐ケ崎」の名は1200年（正治２年）、駿
河国清見関（静岡県静岡市清水区）で起きた
「梶
かじわらかげとき

原景時の変」に由来する。
　政争で鎌倉から逃れ、京に向かう御家人・梶原
景時の一族を吉川２代の友

ともかね

兼の一族が討ち取っ
た。その時、友兼が使ったのが、この太刀である。

完成した国宝の太刀「狐ケ崎」の写し
　　現代の職工が精密に再現
　　吉川家や岩国の歴史の重み伝えるものに

株式会社日刊いわくに
代表取締役    藤 井 淳 史

※「岩国を築いた　英智の三藩主」（吉
川報效会）著者▽岩国吉川会 広報委員長



話題コーナー

討伐地が狐ケ崎（静岡県静岡市葵区）だったこと
で命名された。
　吉川家の家宝として約840年にわたって大切に
保存され、1933年（昭和８年）、国宝保存法に
基づいて国宝指定を受け、51年（昭和26年）６
月９日には文化財保護法で国宝に指定された。
　駿河を発祥の地とする吉川家は14世紀はじめ
から約280年間、広島県北広島町を本拠地とし
た。同町では吉川家の歴史や文化を伝承する「安
芸吉川会」（大下正則会長）が熱心に活動している。
　写しは今年（令和７年）５月、安芸吉川会に貸
し出され、北広島町の吉川元春館跡に隣接する
「戦国の庭歴史館」に展示される。
■全国に向けて歴史や文化を発信
　吉川家の吉川重幹当主は写しについて、「完成
度の高い作品を拝見し、素晴らしさに感動しまし
た。この狐ケ崎をさらに大切に取り扱わなくては
という強い責任を感じました」と語った。
　安芸吉川会の大下会長は「吉川史料館には太
刀・拵の熟覧と非接触での金具成分分析、採寸寸
法を特別に許していただいた。結集した各分野の
職方に技を奮っていただき、素晴らしい写しが完
成しました。後世に引き継がれ、作刀技術の継承
に多少なりとも寄与できたとうれしく思います。
今回の制作を機に、岩国、安芸吉川会をはじめ、
駿河、石見、鳥取の各吉川会の交流が促進され、
全国に向け、地域の歴史、文化が発信されること
を祈念します」と感激の思いを述べた。
　北広島町の箕野町長は「吉川氏が残した城や
館、寺院など９つの遺跡は吉川氏城館跡として
国の史跡指定を受けています。吉川氏の経済基
盤だった森林資源と共に、古くから砂鉄製鉄が盛
んに行われた土地柄は重要な歴史資源です。これ
に、〈狐ケ崎〉写し制作の取り組みで得られた知
見が新しいコンテンツとして加わることになりま
した。昨年度からは吉家元春公の館跡などへの来
訪者が顕著に増えており、成果が表われ始めてい
ます。岩国市と北広島町の関係は400年余りの歴

史がありますが、今回の取り組みによって両市町
の交流がますます盛んになり、活力ある地域づく
りにつながることを祈念します」と喜びを話した。
　北広島町では５月から写しの披露イベント、続
いて戦国の庭歴史館での１か月間の展示を予定し
ている。
■風格と剛健さ、美しさ
　鎌倉時代はおよそ800年以上も昔。武士の台頭
が始まり、各地で争乱が生じて日本刀の需要が
急激に広がった。刀剣の制作技術も飛躍的に高ま
り、黄金時代を迎えた。当時作られた刀剣は「史
上最高」の評価を受けている。
　この時代の日本刀は中反りで身幅が広く、重ね
が厚い。鎌倉武士の質実剛健な気風がそのまま
生きている。その最大の特徴は実戦性の高さにあ
る。飾りではなく、いざというときは自らや家族、
仲間を守るため、「一所懸命」に奮闘した武士に
とって欠かせないものだった。
　彼らは日々の鍛錬を怠らず、実戦を重ねた。武
具は絶えず進化、精度や性能を極めた。世界最強
といわれたモンゴル軍が日本に押し寄せてきた時
も、台風襲来で救われたというより、鎌倉武士団
の命懸けの奮闘によって撃退したというのが正し
い見方だ。
　江戸時代の武士の最高のあこがれは鎌倉武士
だったという。江戸時代の武士は刀身が細く、
軽量の刀を所持していたが、京の町に血の雨を
降らせた新選組の隊士は実戦向きの鎌倉時代の
刀、あるいは鎌倉時代風の太い刀を用いた。
　そんな鎌倉時代の刀を代表するのが太刀
「狐ヶ崎」。改めてみると、まさに国宝にふさわ
しい風格を備え、剛健さだけでなく、美術品と
しての美しさを備えている。
　その魅力をそのまま投影する写しが各地で披
露されることになれば、吉川家や岩国の歴史の
重みと価値がさらに広がることになりそうだ。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(了)



　　　　和酒探訪家　池田一郎

税務署だより



税務署だより



税務署だより



恒例となりました『法人学校』を令和 6年 9月 25日と 10月 4日に其々開催しました。数え
ること 47回目になります。本年度の講座内容は『令和 6年度 税制改正について』と『キャッシ
ュレス納付の種類と始め方』としました。岩国税務署３階会議室を会場に 46名が受講されました。
国税庁では、「税務手続きが税務署に行かずにできる社会」の実現に向けて、金融機関や税務署の
窓口に出向くことなく会社事務所・自宅等から非対面によるキャッシュレス納付の推進に取り組
んでおります。
担当講師から懇切丁寧な説明を受け、講義終了後も熱心に個別質問をされる方が多くおられま
した。
　今回、講師を引受けて下さいました下関税務署審理専門官の高倉様に感謝を申し上げます。

研修委員長　都 留 真 弘

研修委員会だより

第47期法人学校を終えて

開講挨拶　山本屋副会長（左）　都留研修委員長（右） 審理専門官　高倉氏

本年度の岩国法人会『ふくしの夕べ』は、令和 6年 10月 18日（金）18時 30分から岩国市
民会館大ホールにおいて映画鑑賞会『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』を上映しました。
会員ほか多くの一般の方々約 800人にご来場をいただき開催しました。
この映画は、汐見夏衛の小説を実写化した話題作であり現代から太平洋戦争末期にタイムスリ
ップした女子高生が、特攻隊員の青年と恋に落ちる誰もが涙するヒット作品でした。用意した入
場券も早くから申込みとなり上映当日は、女性や女子高生、家族連れも多く来場されました。
タオル 1枚運動『ふくしの夕べ』も数えること 22回目となり集まったタオルは累計 17,505
枚となりました。タオルは岩国市社会福祉協議会を通じ市内の認可外保育施設へ送られ有効に使
用していただいております。

“ふくしの夕べ”～タオル1枚運動～

開場直後のロビー 開演挨拶する都留研修委員長と会場の様子



地域社会貢献活動

《 タオル 824 枚、岩国市社会福祉協議会へ寄贈 》
　令和6年 11月 18日 (月 ) 岩国市社会福祉協議会に新品のタオル824枚を寄贈させていただ
きました。これは会員相互の親睦と地域社会貢献を目的として毎年開催する『ふくしの夕べ タ
オル一枚運動』で集まったタオルです。タオルの寄贈は今回で 22回目、合計 17,505 枚となり
ました。会員一同、これからも本活動を継続していきたいと思います。
　今後も、私共の活動が地域に根ざす社会貢献活動として、地域のお役に立てればと思っており
ますので、会員の皆様方には引き続きご支援とご協力をお願い申し上げます。
　「令和 6年度第 18回岩国市社会福祉大会」におきまして当法人会は、感謝状を頂きました。

「 Let’ｓ 献血 」のお礼

　初春のお慶びを申し上げます。平素より地域社会貢献活動に対し格別なるご理解とご協力を賜
りまして心より御礼申し上げます。
　令和 6年 11月 13日 ( 水 ) に第 27回『 Let's 献血 』を開催致しました。毎年『 税を考える
週間 』に岩国税務署駐車場をお借りして開催しておりますが、事業開催に際しまして税務ご当局
をはじめ親会・青年部会・女性部会のご協力を頂き、スムーズに事業を進める事が出来ました。
血液の需要が増えるこの時期、お陰様で会員・関係企業の皆様や地域の皆様に足を運んで頂き、
法人会受付 128名（内採血者 94名）となりました。献血にご協力ご参加賜りました皆様方に心
より感謝を申し上げます。今回、献血運動推進協力に対し当法人会は、厚生労働大臣より感謝状
を頂きました。

社会貢献実行委員長　木　下　典　昭

受付ブース 献血中の山本屋副会長 厚労大臣感謝状

目録を渡す鈴木会長 感謝状受贈



カメラレポート
R6.8/7　10/10　12/3　合同委員会 R6.9/17　　中法連定期総会

第40回全国大会 鹿児島大会 R6.10/22　　 租税教室講師養成研修

R6.11/12　12/20　広報委員会

R6.11/19　

税を考える週間広報活動

R6.10/13・14　

R6.11/11　　



カメラレポート

租税教室

鎌田理事末永理事 都留理事

R6.11/26　年末調整説明会

R6.12/13　　 交通安全運動

R6.7/10麻里布小学校

租税教室 R6.7/9東中学校

吉良理事

山本理事

R6.7/11愛宕小学校

松田理事 吉村理事

R6.12/17川下中学校

R6.11/1岩国中学校



青年部会コーナー

　令和6年11月7日(木)と8日(金)の2日間全国青年の集い福井大会が開催されました。大会では、
「福の國より未来を研け！～志を立て、新時代の扉を開こう～」のスローガンの下、激動の時代の中
でも揺らぐことなく歩んだ橋本左内の精神性を伝えたいというものでした。
初日は全国各地から選抜された代表による租税教育活動プレゼンテーションや健康経営大賞の発
表、そして部会長ウェルカムパーティーで懇親を深める場が提供されました。
2日目の午前中は「部会員増強」をテーマにした部会長サミットが行われ、午後からは笠井信輔氏
の記念公演『足し算で生きる～がんステージ４からの生還～』が行われました。
　法人会青年部会員が全国から福井に集結したということで、法人会という組織の大きさ、各会の租
税教育活動への熱心さを感じることとなりました。
今回参加させていただきました経験を自社の活動や法人会青年部での活動といった地域への貢献に
活かせるようにいたします。そしてこれからの租税教育活動を通して多くの人たちに租税の意義や役
割を正しく理解してもらうと共に納税者として税金の使い方や社会や国の在り方を主体的に考えるこ
とができるように尽力したいと考えております。

第38回全国青年の集い〈福井大会〉に参加して

運営委員　 村　田　健太朗

　令和 6年 10月 5日 ( 土 )、和木ゴルフ倶楽部において、第 44回チャリティーゴルフコンペが、
岩国市への地域貢献と法人会青年部会員交流の場として、OBの参戦も含めた会員 12名参加によ
り開催されました。当日は天候にも恵まれ、参加された皆様も気持ちよく一日を過ごせたのではな
いかと思います。青年部会員、OBの親睦を深める大変良い機会にもなりました。
　最後に皆様から頂きました温かいチャリティー募金は、岩国市へ寄贈させていただきます。
誠にありがとうございました。

第44回岩国法人会チャリティーゴルフ大会
実行委員長　  森 野　友輝弘



　令和 6年 12月 1日、55 FIELD にて毎年恒例の日米親善リレーマラソンにて今年も岩国法人会青
年部会で屋台（やきそば・肉うどん・ホットドッグ・フランクフルト・ドリンク）販売及び税務署の方々
の協力の下に子供たちに税金クイズを行っていただき税金の必要性を理解してもらう取り組みを今年
も実施しました。
　年恒例で行っている行事ですが税金クイズに多数の子供が参加していただけることが出来、屋台に
関しても法人会の皆様、山口銀行の皆様ご協力により大繁盛で終えることができ今年も売上を寄付さ
せていただくことができそうです。
　最後になりますが、今年も応援お手伝いして頂けた税務署職員皆様・山口銀行員皆様並びに法人会
の皆様ありがとうございました。

 「 日米親善リレーマラソン 2024 in 岩国」 に参加して
実行委員長 　冨 岡 悠 治

　令和6年 11月 11日（月）、『税を考える週間』の行事として、岩国税務署にて税務署の皆様との座
談会を開催致しました。署からは、安田賢一郎署長・池田総務課長・大山個人１統括、岡田法人１統括
の４名、青年部会からは、木下担当副会長と役員７名の参加となりました。到着後、署長室に案内され
名刺交換をした後、各部署へ移動し其々の業務内容の説明を受けました。その後三階会議室にて、まず
安田署長より昭和22年の申告納税制度の開始から現在までの納税の歴史についてご説明頂きました。
　制度開始直後は納税者からの疑問の声も多かったと聞き、現在我々が自発的に税の目的やしくみに
ついて学べる機会を多く持てることに、税に関わる方々の啓蒙活動の歴史を感じました。その後、柏
原副部会長より第３８回法人会全国青年の集い福井大会のご報告を頂き、他支部の活動内容や今後の
取り組みについて税務署の皆様と共有しご意見を賜りました。また、企業経営の中で感じている税務
行政についての課題やデジタル化に向けた取組みについても意見交換を行いました。
   これからも税務署の皆様との交流を通じ、今後に活きる知識を養っていきたいと思います。岩国税務
署の皆様にはご多忙の中、貴重な機会を頂き、誠にありがとうございました。

岩国税務署との座談会
運営委員　 岡　崎　佑　香

青年部会コーナー



青年部会コーナー

定例役員会   R6.7/23 　　8/19 　　9/27　　10/24 　　11/21　　12/11

第26回法人会山口県青年の集い〈長門大会〉   R6. 9/13　

税務署との座談会   R6. 11/11

青年部会忘年会   R6. 12/11

租税教室　R6. 12/17　　川下中学校　貞中講師

租税教室　R6. 12/17　　川下中学校　深川講師

租税教室　R6. 12/17　　川下中学校　浴本講師



第14回 税に関する絵はがきコンクール

女性部会コーナー

 10/10　審査会　　  10/10　審査会　　 10/10　審査会　　

 10/11　審査会　　  10/11　審査会　　

 11/1・6  貼付け作業　　　  11/8　展示作業　　

 11/11　岩国小学校　　  11/12　麻里布小学校　　

 11/22　藤河小学校　　  11/28　玖珂小学校　　



女性部会コーナー

岩国法人会 会長賞
門口 凛音（藤河小学校）

岩国税務署 署長賞
高橋 柑那（麻里布小学校）

岩国市教育委員会 教育長賞
山根 芽依（玖珂小学校）

岩国法人会 女性部会優秀賞
木下 夏希（玖珂小学校）

岩国法人会 女性部会優秀賞
谷本 結唯（玖珂小学校）

岩国法人会  女性部会長賞
飯田 七海（麻里布小学校）

岩国法人会  租税教育推進委員長賞
井上 裕都（麻里布小学校） 村本 絆奈（麻里布小学校）

岩国法人会 青年部会長賞

岩国法人会 女性部会優秀賞
麻生 向日葵（麻里布小学校）

岩国法人会 女性部会優秀賞
藤田　光 （岩国小学校）

岩国法人会 女性部会優秀賞
村重 心菜（岩国小学校）



第16回「夏休み税ミナ―ル探検隊」

  　女性部会 　内 野 位 江

　令和 6年 8月 6日（日）に児童と保護者を対象にした「夏休み税ミナール探検隊」を開催い
たしました。今年度は、岩国警察署の皆様にご協力いただき、警察のお仕事紹介DVDの鑑賞、
パトカー・白バイの見学、制服試着体験、装備品の見学など、多彩なプログラムをご準備いただ
きました。締めくくりとして、職員の方によるクイズと法人会恒例の税金クイズで盛り上がりま
した。
税ミナール探検隊に親子でご参加いただき、楽しんでいただけたことが何より私たちの喜びで
す。来年も引き続き計画しておりますので、皆様と楽しい時間を共有できることを心より楽しみ
にしております。最後になりますが、お忙しい中ご協力いただきました岩国警察署の皆様に、心
より感謝申し上げます。

第１4回「税に関する絵はがきコンクール」

  　女性部会 　今 井 美栄子

　女性部会では毎年子供たちの夏休みに岩国市・和木町の小学６年生を対象に毎日の生活の中で
税金がどの様に役立っているのかを理解してもらうために税に関する絵はがきコンクールを実施
しています。
　本年度は 13校 485名の応募作品がありました。子供たちはハガキサイズの用紙に租税教室な
どで学んだ知識をもとに税に関心をもち自分の思いやイメージを表現してくれています。岩国税
務署内で優秀作品を選考し市内の各小学校で優秀作品の表彰をしています。　
　また、女性部会員で全応募作品の貼り付け作業をして令和６年 11月９日～ 17日ゆめタウン南
岩国店、令和７年１月 14日～１月 27日岩国市役所 1階ロビー、令和７年確定申告時期に岩国
税務署確定申告コーナーにて展示予定です。

女性部会コーナー



租税教室　R6. 7/2　藤河小学校　内野講師　 

「認定NPO法人とりで」 へ寄贈  R6. 10/22　

租税教室　R6. 7/3　河内小学校　品川講師   　　　　　

会員親睦会  R6. 11/6   　　　　　　 献血手伝い  R6. 11/13　    　　　　　

     　 　　

役員会・シンポジウム実行委員会　 R6. 7/18 　　　 

ふくしの夕べ手伝い  R6．11/18     　　　

女性部会コーナー
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             令和 6年度「税に関する中学生の作文」
　

税
は
自
分
と
他
の
人
々
の
権
利
を
守
る

た
め
に
必
要
で
あ
り
、こ
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。私
は
税
に

つ
い
て
調
べ
て
そ
う
強
く
感
じ
た
。

し
か
し
、私
は
税
に
つ
い
て
調
べ
る
ま
で

税
に
つ
い
て
あ
ま
り
興
味
は
な
か
っ
た

し
、た
だ
た
だ
高
ま
る
税
に
対
し
て
少
し

不
満
を
感
じ
た
り
も
し
て
い
た
。そ
ん
な

私
が
税
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
、十
三
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
の

税
の
活
躍
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
地
震
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
、宮

城
県
気
仙
沼
市
に
税
金
二
百
六
十
四
億
円

を
使
っ
て
被
災
者
の
た
め
に
仮
設
住
宅
な

ど
を
作
り
多
く
の
被
災
者
の
支
援
や
復
興

に
役
立
て
た
り
、生
活
上
で
の
権
利
を
守

っ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、私
た
ち
が
日
頃
か

ら
払
っ
て
い
た
税
が
こ
の
よ
う
に
実
際
に

災
害
時
、被
災
者
に
安
心
と
笑
顔
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
被
災
者

の
声
を
通
じ
て
知
り
、驚
き
と
嬉
し
さ
や
、

前
の
私
の
よ
う
に
自
分
の
払
っ
た
税
が
必

要
と
す
る
人
々
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
い
で
税
を
払
う
こ
と
に
対
し
て

益
々
不
満
を
持
っ
て
い
っ
て
い
く
ん
で
は

な
い
か
と
思
い
、も
っ
た
い
な
さ
も
感
じ

た
。ま
た
、被
災
後
も
変
わ
ら
ず
生
き
る
権

利
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
税
の
必
要
性

が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

他
に
も
「
権
利
」に
着
目
す
る
と
、私
た

ち
の
生
活
で
役
立
っ
て
い
る
税
が
と
て
も

目
立
っ
て
見
え
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
つ
目
の
例
は
ご
み
収
集
が
無
料
な
の

は
、き
れ
い
な
町
で
暮
ら
す
権
利
が
あ
る

か
ら
だ
と
い
う
こ
と
。二
つ
目
は
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、誰
も

が
自
由
に
外
出
す
る
権
利
が
あ
る
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
。三
つ
目
は
病
院
の
診
察
代

や
自
治
体
の
健
康
診
断
が
無
料
な
の
は
、

誰
も
が
健
康
に
過
ご
す
権
利
と
生
存
権
が

あ
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、権
利

は
あ
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、み
ん
な
が
安

心
し
て
日
本
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、絶
対

に
無
く
な
っ
て
は
い
け
な
く
て
、守
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
か
ら
少
し

違
っ
た
見
方
を
す
る
だ
け
で
、税
の
必
要

性
や
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
生
活
の
一
つ
一
つ
に
あ
り
が
た
さ
や
驚

き
を
感
じ
、税
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
の
税
に
つ
い
て
調
べ
た
貴
重
な
機
会

を
通
じ
て
、税
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
が

た
く
さ
ん
わ
か
っ
た
。災
害
時
の
被
災
地

の
復
興
と
、被
災
者
の
変
わ
ら
ぬ
権
利
の

保
護
が
、地
震
国
で
あ
る
日
本
は
必
須
で

あ
り
、税
を
日
本
で
暮
ら
す
人
全
員
が
払

う
こ
と
か
ら
、自
分
が
日
本
の
未
来
を
支

え
る
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
、協
調

性
が
磨
か
れ
る
と
思
う
。今
回
税
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
な
ど
に
私
の
口
か

ら
、税
の
必
要
性
を
「
権
利
」と
い
う
視
点

か
ら
伝
え
、知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

税
金
と
い
わ
れ
て
も
、
今
一
つ
ピ
ン
と
こ

な
い
の
が
、
正
直
な
気
持
ち
だ
。
買
物
に
行

け
ば
、
必
ず
消
費
税
が
つ
い
て
く
る
。
百
円

の
品
物
な
の
に
、
百
十
円
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
少
な
い
小
遣
い
の
中
で
、
十
円
で

も
多
く
払
う
こ
と
に
、
疑
問
を
感
じ
る
ほ

ど
、
税
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
。

　

小
学
六
年
の
時
、
租
税
教
室
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。
税
金
は
日
本
に
と
っ

て
、
大
切
な
こ
と
。
税
金
を
払
わ
な
い
人
が

い
る
こ
と
。
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
説
明
を
聞

い
た
が
、
覚
え
て
い
る
の
は
、
一
億
円
の
こ

と
だ
け
だ
。
ド
ラ
マ
で
札
束
が
並
べ
ら
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
、「
す
げ
ー
！
」
も
ち
ろ

ん
、
本
物
を
見
た
こ
と
な
ど
な
い
。
紙
幣
が

新
し
く
な
っ
た
の
で
興
味
は
あ
る
が
。
一
億

円
を
手
に
し
た
時
、
ペ
ッ
ラ
ペ
ラ
の
一
万

円
札
が
、
何
と
重
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

一
億
円
の
重
さ
で
あ
る
。
日
本
の
国
全
体
の

税
金
は
、
ど
れ
ほ
ど
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ぼ
く
の
両
親
は
、
海
上
自
衛
隊
に
勤
め
て

い
る
。
父
は
、
国
か
ら
給
料
を
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
と
言
っ
た
。
み
ん
な
の
税
金
か
ら
給

料
が
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
会
社
勤

め
や
自
営
業
と
は
、
仕
事
の
内
容
が
大
き
く

違
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
緊
急
出
動
も

あ
る
し
、
大
き
な
災
害
に
対
し
て
救
助
活
動

も
す
る
。
母
と
の
仕
事
は
違
う
が
、
国
全
体

に
関
わ
る
仕
事
。
だ
か
ら
国
か
ら
給
料
を
も

ら
い
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う

と
、
両
親
を
誇
り
に
思
う
。

　

一
月
一
日
、
能
登
半
島
を
巨
大
地
震
が
襲

っ
た
。
ぼ
く
は
そ
の
地
震
を
、
兵
庫
県
の

伯
母
の
家
で
知
っ
た
。
ど
の
テ
レ
ビ
局
も
、

傾
い
た
家
、
ひ
び
の
入
っ
た
道
路
、
燃
え

る
家
々
を
映
し
て
い
た
。
親
戚
中
の
誰
か
ら

も
笑
顔
が
消
え
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と

話
し
て
い
た
。
父
の
所
に
は
、
電
話
が
か
か

り
、
す
ぐ
に
行
く
の
だ
ろ
う
か
と
、
不
安
に

な
っ
た
。
地
震
の
恐
ろ
し
さ
は
、
毎
日
伝
え

ら
れ
た
。
人
々
の
日
常
が
一
瞬
で
壊
さ
れ
る

こ
と
、
そ
れ
を
元
に
戻
す
に
は
、
た
く
さ
ん

の
人
の
力
、
お
金
が
必
要
と
な
り
、
税
金
が

役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
と
、
能
登
に
思
い
を
は

せ
た
。
日
向
灘
で
の
地
震
か
ら
、
忘
れ
か
け

て
い
た
能
登
半
島
地
震
を
思
い
出
し
た
。
ま

だ
、
復
興
半
ば
だ
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　

税
金
は
、
日
本
国
民
一
人
一
人
が
、
笑
顔

で
生
活
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
お
金

で
あ
る
。
働
い
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
で
も
税
金
は
納
め
ら

れ
る
。
災
害
、
コ
ロ
ナ
な
ど
か
ら
生
活
を
、

人
の
命
を
守
る
こ
と
や
安
全
を
守
る
こ
と

に
使
わ
れ
る
税
金
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。
租
税
教
室
で
税
金
を

払
わ
な
い
人
が
い
る
と
い
う
話
を
思
い
出

し
た
。
生
活
に
よ
っ
て
税
金
の
納
め
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
が
、
日
本
全
体
に
目
を
向

け
て
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
す
る
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、
人
々
の
生
活
に
生
か
さ

れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
中
二
の
ぼ
く
が
大
人

に
な
っ
た
時
、「
税
金
は
き
ち
ん
と
お
さ
め

て
い
る
よ
。」
と
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
よ

う
に
し
た
い
。

国
税
庁
長
官
賞

　

税
と
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
国
市
立
周
東
中
学
校　

二
年　

山　

根　
　
　

愛




